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アトピー性皮膚炎における汗アレルギー：加えてアトピー性皮膚炎で
は、鶏卵を初めとする食物、ダニに代表される様々な環境抗原が
悪化因子として知られているものの、未だ決定的な因子は同定さ
れていない。そこで本プロジェクトは、アトピー性皮膚炎がしば
しば汗により悪化することに着目し、汗に含まれる皮膚炎の悪化
因子を精製、同定して汗アレルギーを診断し、その対策としての
スキンケアを支援するための技術、商品を開発することを目指し
た。
アレルギーの発症そのものを防ぐ食物多糖類：また、アトピー性疾
患の特徴である、環境中にある様々なアレルゲンに対する過敏性
に対応するため、アレルゲンがあっても病気そのものを発症する
ことを防ぐ自己対策のための予防的治療法を研究、開発した。

研究目標：

１）汗に含まれる自己抗原の同定と医療応用
•汗抗原の精製と抗汗モノクローナル抗体の作製
•汗アレルギー検査薬及び検査装置の開発（ヒスタミン遊離試
験(HRT)キット、抗原・抗体診断薬、光ファイバー型SPRセン
サー装置）

•抗汗アレルギー効果を持つ素材の探索及び製品化（化粧品、
医薬部外品（入浴剤等））

•汗アレルギーのメカニズム解析（特異的な免疫寛容の誘導方
法の開発）

２）食物多糖類によるアトピー発症予防法の開発
•多糖類の抗アレルギー作用機序の解明：動物モデル、in vivo、
in vitroの研究（作用点、標的細胞、標的分子の同定、生化
学的性質の把握）

•臨床的有効性発揮のための使用方法の確立：効果的な投与法
（投与量、投与タイミングおよび期間等）
•臨床治験の実施（安全性の確認試験、各種アレルギー疾患で
の効果確認）

•抗アレルギー効果をもつ機能性食品の開発（加工法、食品形
態、利用方法）

アレルギーの発症・悪化を防ぐヘルスケア技術開発
～汗と食物によるアトピー克服戦略～

研究概要：アトピー性皮膚炎に代表されるアレルギー疾患の発症および悪化を防ぐヘルスケア技術として、汗に含まれる自己抗原を精製
し、その性質を明らかにすることにより汗アレルギーの診断方法、減感作療法、および汗抗原を効率よく捕捉、失活するためのスキンケア
技術を開発し、一部の商品では臨床試験でその有用性を証明した。汗アレルギーの検査法としては、従来法に加えて表面プラズモン共鳴
(SPR)による方法を開発し、さらに光ファイバーの先端で細胞応答を検出することに成功した。さらに、外来抗原の存在下でもアレルギー疾
患そのものを発症させないために食物多糖類の免疫系に及ぼす作用を研究し、もずく成分であるフコイダン、および小分子化したこんにゃ
くグルコマンナンにアレルギーの発症を抑制する作用を見いだした。これらは直接またはT細胞を介して他の免疫系を抑制することなくB細
胞のクラススイッチを作用し、アトピー性疾患にみられるIgE産生を選択的に抑制した。そのため既に疾患を発症した個体には効果が効果
なく、個体が抗原に暴露される前に投与することで効果を発揮することを明らかにした。これらの成果を踏まえ、抗アレルギー機能性食品
の開発を目指し、イヌおよびヒトを対象とした臨床試験を実施した。

事業化・波及効果及び国際性・広域性：
各参加企業と共同で、汗アレルギー対策のための予防用品の

開発を行ない、それぞれ臨床試験を実施した。特に汗アレル
ギー診断用ヒスタミン遊離試験の開発過程では、主要アレルゲ
ンとして広く認識されるようになり、国内外を問わず関連の研
究や商品開発への道を開くことになった。また、汗アレルギー
検査装置として光ファイバー型SPR装置システムを開発できたこ
とにより、他の疾患の検査装置及び各種のバイオ研究支援用セ
ンサーとしての可能性も考えられる。一方、アレルギーを予防
する機能を持つ食品はまだ開発・上市されておらず、本研究に
よる食物多糖類は、抗アレルギー食品として有望であると期待
される。また、得られた知見は、IgE産生調節機構、アトピー性
皮膚炎発症機序の解明にもつながるものであり、医薬品やその
リード化合物の開発にも発展するものと考えられ、日本国内・
海外における機能性食品・抗アレルギー薬市場への発展期待で
きる。

今後の展開：本研究では、アレルギーの発症メカニズム解明と
その対策、また、予防手段としての食物多糖類の機能解明とそ
の食品への応用を目指して総合的に研究・開発を進めてきた。
今後、さらに研究を継続すると共に、その成果を基にしたアレ
ルギー対策用品の開発も継続してゆきたい。
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背景と目的：

国民病としてのアトピー性疾患：アト
ピー疾患は、今や国民の3割が何らか
のアトピーを持つと言われ、特にアト
ピー性皮膚炎およびスギ花粉症は個々
の患者の生活の質のみならず、国家経
済の視点からも重要な課題である。し
かしながら、現在、アレルギー疾患に

対しては原因となるアレルゲン(抗原)を同定して接触を回避す
ること、起きてしまったアレルギー性炎症をステロイドなどの
特異性の低い炎症抑制的治療薬で制御するしか方法がない。

研究成果：

①汗抗原解析：ヒトの汗から
汗アレルギーの原因抗原を精
製し、その性質を調べた。同
時に、これを用いて、抗原活
性を中和するモノクローナル
抗体を樹立・調製した。これ
を用いて汗抗原を回収精製す
ると共に、汗抗原の検査薬の
開発を行った。
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②臨床・産業応用：汗アレルギー診断
薬として、ヒスタミン遊離試験キット
(試作品)を開発した。また、光ファイ
バーの先端で細胞の反応を検出する光
ファイバー型SPR装置のプロトタイプを
作製した。汗抗原対策用商品開発のた
めの素材を探索し、有望なものについ
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④臨床・産業応用：動物試験
を経て、その安全性・有効性
の評価を行い、アレルギー性
鼻炎などではヒトでの臨床試
験も実施した。ペット用フコ
イダン製剤の開発を行い、臨
床試験を実施した。

ては、化粧品、入浴剤他の医薬部外品
での製品化検討も行った。
③小分子化蒟蒻ならびにフコイダンに、
Ⅰ型アレルギーの発症を抑制する効果
があることを発見した。また、その作
用点はB細胞のIgEクラススイッチにあ
ること、効果を発揮するために適切な

投与量、投与タイミングおよ
び期間などの使用方法を検討
し、抗原に対する過敏性獲得
の前の投与が有効であること
を明らかにした。
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